
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

平均利用時間 3時間以上 5時間以上 

小学生 

(10歳以上) 
207.0分 51.9％ 21.9％ 

中学生 259.4分 67.1％ 35.5％ 

高校生 330.7分 77.5％ 46.0％ 
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し る べ 
福井市少年愛護センターだより 

子どものインターネット利用の実態は･･･ 

近年、子どものスマートフォン所持率は増加傾向にあり、学校でも一人一台タブレットの活用が
始まるなど、デジタル機器やインターネットは、子どもたちにとってこれまで以上に身近なものに
なっています。このような社会環境の変化によって、生活が便利になる一方、ネット依存傾向にあ
る子どもの数や、子どもたちが犯罪などのトラブルに巻き込まれるケースも増加しています。 

「令和３年度 青少年のインターネット利用環境実態調査（内閣府）より」 

①生活への影響 

・昼夜逆転 ・不規則な食生活 ・学力の低下 ・暴言、暴力 ・友達関係の悪化 

②身体への影響 

・視力の悪化 ・ストレートネック ・猫背など姿勢の悪化 ・体力の低下 ・発育への影響 

③トラブルの増加 

・いじめ､誹謗中傷 ・高額課金 ・犯罪被害(詐欺や性犯罪など)※子どもが加害者になることも！ 

                                          など・・・ 

  

 

  

＜平日 1日あたりのインターネット利用時間＞ 
どどのの学学校校種種もも前前年年度度  

とと比比べべてて 11時時間間増増  

ネネッットト依依存存

のの心心配配がが！！  

ネットの利用時間が長くなるほど、トラブルに

発展する割合が高くなるとの調査結果も・・・ 

 
ヤングテレホン 

０１２０-５７
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メール相談 
yanteresoudan＠city.fukui.lg.jp 

お気 軽 にご相 談 ください 

（土・日・祝日は除く） 
 

月～金    
 

8:30～17:00 
時間外は留守番電話で対応しています 

デジタル社会を生きる子どもたちが、インターネットと適切に関わっていくためには、周

りの大人の支援が必要です。大人の長時間利用が、子どもに影響することもあります。大人

が子どものインターネット利用に関心をもち、子どもと一緒に適切な利用の仕方を考えてい

きましょう。また、家庭や地域、学校が連携し、子どもが実生活の中でやりがいや達成感、

人と関わることの楽しさを実感できるような活動に取り組んでいきましょう。 

～子どもたちの健やかな成長を応援します～ 

学校のこと 

友達のこと 

将来のこと 

お家のこと 

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄのこと 



 福井市では、家族みんなの心がふれあう明るい家庭づくりを推進

するため、「家族ふれあい 絵手紙コンクール」を実施しています。 

今年度は、総数５，９４９点の応募があり、１０月２９日(土)

に福井市地域交流プラザ（アオッサ）において、表彰式と入賞作品

展示を行いました。その後、ショッピングシティベル、MEGAドン・

キホーテUNY福井店、ワイプラザ新保店、福井県ふるさと文学館に

おいて展示し、市民への啓発を図りました。 

 

 
 

 
  

 

  
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 

 
    
 
 

 
 

令和４年４月１日より、民法が一部改正され、成年年齢が２０歳から１８歳に引き下げられました。 

それに伴い、１８歳になったら、親の同意を得なくても自分の意志で様々な契約（携帯電話の契約、 

クレジットカードをつくる、一人暮らしの部屋を借りる・・など）が出来るようになりました。 

一方で、飲酒、喫煙は２０歳になってからと変わらないものもあります。何が変わり、 

どう行動するとよいかについて家族で話し合う機会を持つことが大事です。 

例えば、保護者の同意なしに契約が出来ることで、消費者問題、契約トラブル、 

悪質商法による被害の増加が心配されます。 

契約をする際は内容を十分理解し、慎重に行動しましょう。 

また、少年法では２０歳に満たない者を少年と定めていますが、今回の民法改正に伴い、 

１８、１９歳は「特定少年」と定義され、重大な犯罪に及んだ場合には厳しく罰せられ、 

実名報道される場合もあります。 

１８歳になったから何でも許されるわけではなく、各自、責任ある行動が求められます。 

 

 

 

街頭補導日誌より 

◇公園のベンチで、膝枕等をしてべったり寄り添っていた中学生男女２名に「ここは公園で公共の
場所だから、そのような行為はしないようにね。」と声をかけると、「すみませんでした。」と
応じました。 

 

◇神社前の道路で、スケートボードをする中高校生風の男子４人に声をかけました。道路ではスケ
ートボードをしないように注意し、学校名を尋ねると「個人情報や」などと反抗的な態度でした。 

 

◇ゲームコーナーでコインゲームをしていた小学生男子１人に「こんにちは。１人で来たのかな。」
と聞くと、「お母さんと一緒に来ました。今、買い物をしています。」とのことで、「あまり無
駄遣いしないようにね。」と声をかけました。 

 

◇補導活動中、女子高校生３人から「こんにちは。ご苦労さまです。」と声をかけられました。 
とてもうれしかったです。 

 

～民法の一部改正により、１８歳から成人に～ 
  家族でよく話し合ってみましょう！ 

本事業は、思いを込めて描いた人

に絵手紙が届くことで事業が完結し

ます。応募者みなさんの想いがきっ

と届いたことでしょう。 

優秀作品は福

井市青少年課

ホームページ

に掲載してい

ます。 

表彰式・展示の様子 

補導係より 


